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中
学
校
共
に
Ｄ
層
の
割
合
が
高
く
、

Ａ
層
、
Ｂ
層
の
割
合
が
低
い
傾
向
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
学
校
で
は
、
Ｄ
層
の
児
童
・
生

徒
に
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習
内

容
に
関
す
る
支
援
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
層
、
Ｂ
層
の

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、
基
礎
的

な
学
習
内
容
を
活
用
す
る
力
を
身

に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
様
々
な
課
題

に
触
れ
さ
せ
、
課
題
解
決
に
向
け

て
取
り
組
む
力
〔
図
１
②
・
図
２
②
〕

を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
方
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識

や
技
能
は
、
学
校
の
学
習
時
間
だ
け

で
は
充
分
に
身
に
付
か
な
い
こ
と

も
あ
る
た
め
、
家
庭
学
習
等
に
よ
っ

て
定
着
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

児
童
・
生
徒
一
人
一
人
が
、
学
習

到
達
度
等
に
応
じ
、
自
分
に
最
適

な
学
び
を
自
己
調
整
で
き
る
よ
う
、

学
習
方
法
、
学
習
時
間
、
教
材
等
の

柔
軟
な
提
供
・
設
定
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
探
究
的
な
学
習
や
体
験

活
動
等
を
通
じ
、
児
童
・
生
徒
同
士

や
多
様
な
他
者
と
協
働
し
な
が
ら

学
習
す
る
協
働
的
な
学
び
を
、
引

き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
教
科
調
査
〔
国
語
、
算
数・数
学
〕

小
・
中
学
校
共
に
全
て
の
教
科
調

査
に
お
い
て
、
全
国
平
均
正
答
率
を

下
回
り
ま
し
た
が
、
前
回
調
査
と
比

べ
る
と
、
全
国
平
均
と
の
差
が
、
中

学
校
国
語
（
0.7
％
）、
中
学
校
数
学

（
1.5
％
）
で
縮
ま
り
ま
し
た
。

▼
質
問
紙
調
査
〔
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
の
授

業
改
善
に
関
す
る
取
組
状
況
〕

小
学
校
で
は
、
昨
年
度
と
比
較
し

て
、
協
働
的
な
学
び
に
関
す
る
質

問
〔
図
１
⑤
〕
に
つ
い
て
5.2
％
、
中

学
校
で
は
、
個
別
最
適
な
学
び
に

関
す
る
質
問
〔
図
２
④
〕
に
つ
い
て

6.3
％
、
協
働
的
な
学
び
に
関
す
る

質
問
〔
図
２
⑤
〕
に
つ
い
て
11
・
２
％

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

▼
成
果　
昨
年
度
課
題
で
あ
っ
た
、

「
話
し
合
う
活
動
で
自
分
の
考
え
を

深
め
る
こ
と
」
の
改
善
に
向
け
て
児

童
・
生
徒
同
士
が
互
い
の
考
え
を
伝

え
合
う
機
会
を
増
や
す
な
ど
、
協

働
的
な
学
習
活
動
を
取
り
入
れ
た

授
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
個
別
最
適
な
学
び
を
取

り
入
れ
た
授
業
に
つ
い
て
、
市
研
究

推
進
校
を
は
じ
め
、
各
学
校
で
授

業
実
践
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
中
学
校
に
お
け
る
授
業

改
善
が
、
平
均
正
答
率
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

▼
課
題　
教
科
調
査
の
結
果
か
ら
、

児
童
・
生
徒
の
学
力
層
（
※
）
は
、小
・

栗
原
市
友
好
親
善
交
流
会

栗
原
市
友
好
親
善
交
流
会

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

７
月
５
日
に
、
い
じ
め
の
な
い
学

校
・
学
級
を
築
く
た
め
に
必
要
な
こ

と
を
話
し
合
う
「
あ
き
る
野
市
い
じ

め
を
な
く
そ
う
子
ど
も
会
議
」
が
、

市
役
所
の
市
議
会
議
場
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

い
じ
め
問
題
の
取
組
に
当
た
っ
て

は
、「
い
じ
め
を
生
ま
な
い
土
壌
づ

く
り
」
が
何
よ
り
も
重
要
と
な
り

ま
す
。

い
じ
め
の
未
然
防
止
の
取
組
を

推
進
す
る
た
め
に
、
本
会
議
前
の
６

月
に
「
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
、

一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
市
内
全
校
・
全
学
級
に

お
い
て
い
じ
め
防
止
に
関
す
る
学
習

の
代
表
が
訪
問
団
を
お
迎
え
し
、
歓

迎
式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各

校
の
生
徒
会
代
表
が
６
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、「
私
た
ち
の
学
校
自
慢
」
を

テ
ー
マ
に
、
各
学
校
の
取
組
や
特
徴

等
を
紹
介
し
合
い
ま
し
た
。
活
発
な

質
問
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
と
て

も
充
実
し
た
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

交
流
会
終
了
後
、
バ
ス
で
ふ
る
さ

と
工
房
に
移
動
し
、
日
本
伝
統
工
芸

和
紙
で
あ
る
「
軍
道
紙
」
の
紙
す
き

を
体
験
し
ま
し
た
。

交
流
会
２
日
目
は
、
五
日
市
郷
土

館
を
見
学
し
、
市
民
解
説
員
の
方
か

ら
、
五
日
市
憲
法
草
案
の
関
係
資
料

等
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
栗
原
市

を
あ
き
る
野
市
の
代
表
団
が
訪
問
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

８
月
６
日
・
７
日
、
あ
き
る
野
市

の
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県
栗
原
市

か
ら
訪
問
団
を
迎
え
、
友
好
親
善
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
き
る
野
市
か
ら
は
、
市
内
中
学

校
生
徒
会
の
代
表
団
22
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

平
成
元
年
、
五
日
市
町
（
現
あ
き

る
野
市
）
と
志
波
姫
町
（
現
栗
原
市
）

は
、
五
日
市
憲
法
草
案
の
起
草
者
で

あ
る
千
葉
卓
三
郎
氏
が
縁
と
な
り
、

友
好
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
締
結
し
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
、
隔
年
で
互
い
の

市
を
代
表
団
が
訪
問
し
、
生
徒
会
交

流
等
を
通
じ
て
友
好
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

交
流
会
初
日
は
、
中
嶋
博
幸
市
長
、

丹
治
充
教
育
長
を
は
じ
め
、
市
内
中

学
校
の
校
長
・
副
校
長
及
び
生
徒
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
は

学
習
を
通
し
て
、
自
分
や
相
手
を
大

切
に
す
る
こ
と
や
多
様
性
を
尊
重

す
る
こ
と
、
い
じ
め
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
に
一
人
一
人
が
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

会
議
当
日
は
、
中
学
校
区
ご
と
に

分
か
れ
、
各
学
校
が
現
在
ど
の
よ
う

な
取
組
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
紹

介
し
た
後
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
い
じ

め
に
対
す
る
未
然
防
止
に
向
け
た

取
組
な
ど
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、

提
言
を
作
成
し
ま
し
た
。「
立
ち
止

ま
っ
て
み
る
相
手
の
心
」「
心
優
し

く
笑
い
合
え
る
学
校
」
な
ど
、
様
々

な
提
言
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

市議会議場で市議会議場で

いじめをなくそう子ども会議を開催いじめをなくそう子ども会議を開催

本
市
の
全
体
的
な
傾
向

成
果
と
課
題

今
後
の
取
組

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業に関する取組状況について肯定的な回答をした児童・生徒の割合（％）

分かった点や、よ
く分からなかった
点を見直し、次の
学習につなげるこ
とができる

資料や文章、話の
組立てなどを工夫
して発表している

⑥

話し合う活動を通
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⑥

※ 

本
調
査
の
集
計
対
象
（
全
国
）
と

な
っ
た
児
童
・
生
徒
全
員
の
正
答

数
分
布
の
状
況
か
ら
正
答
数
の
高

い
順
に
、
学
力
層
Ａ
か
ら
Ｄ
に
分

類
し
た
も
の


